
















Considerations on Avoiding Feelings among Students that they Struggle with Art 
(Drawing) as a School Subject



































　Why do some students feel strongly that they struggle with art and drawing, subjects that should be based upon self-
expression, regardless of aptitude, serving to nurture feelings and enrich the creative and individualistic workings of 
the mind? To fi nd the cause, we administered a questionnaire survey to students in our School of Education. Conducted 
as a survey on attitudes toward art (drawing) during the initial guidance session in the fi rst year, the survey questions 
asked the subjects to select “like” or “dislike” as an answer and to state a reason. Students could freely describe episodes 
concerning art (drawing) classes, such as regarding things that teachers said and the reactions of friends that they 
remembered from past classes, as well as enjoyment of the subject. We explored the possibility of developing new classes 
by proposing a method of instruction with a constructive, active, and positive approach by surmising the causes of 
these feelings of diffi  culty and negative images toward the subject; these were based on the survey results, and we then 
developed computer programs from scratch that enable a greater enjoyment of art classes.
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導が，子どもたちを図工嫌いにさせていないだろうか。
　今回，教員を目指す教育学部の学生へのアンケートを
通して，苦手意識を生じさせない図画工作の指導のあり
方と，上手・下手に囚われない指導法について考察して
いく。
Ⅱ．アンケートによる苦手意識調査の内容
１．大学での調査＝図画工作へのアンケート
　過去３年間の小学校の教員を目指す大和大学教育学部
の学生320名を対象にアンケート調査を実施した。その
結果から推測される内容を整理してみる。
　調査の内容＝単純に好きか嫌いかを問う内容で２者択
一とし，その理由を文章で答えるもので複数の理由を述
べているものもあった。授業時間内のアンケートのため
無回答はなかった。同じ様な回答に関しては，一つの文
章にしてまとめることとした。
　調査の結果＝美術（図画工作）が好き177名/320名
　　　　　　　美術（図画工作）が嫌い143名/320名
好きな理由
＊絵は下手だが、描いていると集中できて落ち着く
＊作ることが楽しいと感じる
＊絵を描くことは得意でないが物を作ることが好きだ
＊思うように作品ができたら嬉しい
＊細かい作業が好き
＊授業でほめてもらう機会が多か
＊絵は下手だけどなんとなく好き
＊工夫して作っていくのが好き
＊想像しているものを形にするのが楽しい
＊自由に作業できるところが好き
＊夢中になって集中できるから
＊自分の個性を出せるのが楽しい
＊小学校に入ってから褒められることが多かった
＊うまくできた時の達成感
＊何かを生み出すことが楽しいから（ただし苦手）
＊無心になれる
＊他の科目に比べてからだをつかって作業するところ
＊一人で黙々と作業するのが好き
＊作品作りは楽しくて達成感がある
＊感覚的なことが好きだから
＊想像することは苦手だが模写することが好き
＊友人にほめられたことがあったから
＊みんなと協力することで達成感が得られる
＊何か手本のあるものを写したり作ったりするところ
＊自由で思いのままを表せる
＊普段しないことができて楽しい
＊小学校でどんな作品でもほめられた印象があるから
＊みんな違う作品に出来上がるところが面白い
＊図画工作で賞を取ったことがあるから
＊先生が、私の作品を教室に貼ってくれた経験がある
嫌いな理由
＊思いどおりにならない
＊想像力がない
＊苦手で下手
＊上手な人たちと自分の作品を比べて劣等感を感じる
＊怪我すると痛いから
＊人に見せるのが恥ずかしい
＊才能がない
＊描くもの作るものが決められていて楽しくない
＊粘土の臭いや爪に入るのが嫌いだった
＊色が混ざってぐちゃぐちゃになるから
＊一生懸命かいてもバカにされたから
＊作業スピードが遅くてついていけないから
＊手が汚れるから嫌い
＊何をかいたらいいのか分からない
＊細かい作業が苦手だから
＊模写など、そっくりに描けないから
＊先生はいつも上手な人ばかり褒める
＊片付けや準備が面倒だから
＊学校の先生に「あなた下手ね」と言われた時から
＊「何が描きたいのかわからない」と先生に言われた
＊自由になると何をすればいいか分からなくなる
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②プログラミング学習による絵画表現
　近年，小学校などで注目されているスクラッチなどの
パソコンソフトを用いたプログラミング学習方法を利用
することによって，描く技術に関係なく正確な図形を作
ることができる。これらの図形を元に，ベンハムのコマ（写
真3）やフレーザーウィルコックス錯視（写真4）を学ぶこと
で平面デザインに興味を持たせる。
２．アンケートから見えてくるもの
　好きと回答した学生のキーワードとして「褒められた」
「集中」「夢中」「無心」「黙々」が特徴的である。
　嫌いと回答した学生のキーワードは「下手」「汚れる」
「何をしていいかわからない」が複数述べられていた。
好きであることの理由は（自由にするのが楽しくて，集
中できた。褒められただから好き。）また，嫌いである
ことでは（思い通りにならない。下手と馬鹿にされた。
どうしていいかわからない。結果が悲惨だから嫌い）と
いうことに要約されるようだ。これら好き嫌いの回答か
ら見えてくるキーワードに，苦手意識を生じさせない為
の手段が隠されていると思われる。
Ⅲ．パターン崩しの必要性
１．子どもたちにとって，学習自体が，経験を積み重ね
ることであり，自分の中でパターンが構築されていくこ
とでもある為，図画工作が得意でないと一度頭の中に刷
り込まれた場合，どんなに楽しさを伝えられても，なか
なか素直に受け入れられなくなる。だからこそ学習経験
を書き換える必要がでてくる。
　図画工作の「このように描き（作り）ましょう」や「こ
れが良い作品」という押し付けられた概念を崩し，綺麗
に見本どおりに描くことや，上手・下手ということにあ
まり意味がないものと理解させる必要がある。
　図画工作という言葉の中に中学校で学ぶ技術家庭の教
科内容が含まれていることを考慮しても，美術作家を育
てることを目的としない以上，技術的な価値観は，意味
のないことであると，子どもたちに伝えることが重要で
ある。その為には，多くの作品を鑑賞するべきである。
特に，歴史的に評価され，教科書にも度々取り上げられ
る近・現代作家（19世紀後半から20世紀初頭の野獣派1）
やキュビズム2）など）を多く鑑賞作品として取り上げる
ことが効果的だ。バスキア3）やクーニング4），ジャクソ
ン・ポロック5）など，個性豊かな表現の面白さを鑑賞す
ることを通して，どの様に子どもたちに実感させられる
かが，教える側に求められている。
　アンケートで「下手だから」と回答した学生たちの多
くは表現することが，技術的な価値基準で判断されるも
のと思い込んでいるところに原因があると言えるから
だ。
２．これまでの授業からパターン崩しの実践例
①空間に光で絵を描く（写真1･2）
　鉛筆画の技術的な上手・下手がでないことを目的し，
先入観なく学ぶことができる。
　暗室の空間に，懐中電灯でデッサンをする。光跡をバ
ルブ機能付きカメラで記録し，プリントアウトする。
空間に光で絵を描く　写真１
空間に光で絵を描く　写真２
ベンハムのコマ　写真３
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ジが付けられてしまったと考察できる。
２．図画工作の授業について・何のために学ぶのか
　絵を描いたり，何かものをつくったりすることは自己
を表現することであり，自己表現することに正解や不正
解はないと考えている。自己表現するという行為は，自
分の気持ちを，なんらかのかたちで表に出し，第三者に
伝えることであり，その気持ちがはっきりと理論付けて
自分にも理解されている場合は『自己主張』である。な
んだか自分にもわからないモヤモヤしたものを自分の外
に出して，なるべく分かりやすいかたちで自分自身だけ
でなく，周りの人にも伝えること。それが『自己表現』
であるはずである。
　一般に日本の学校教育では一斉授業が取り入れられ，
同じ年齢の子供たちが，教科書に沿ったカリキュラムを
一人の教師の指導のもと，教師が質問をし，子どもは答
える。ある一定の目標に到達するまで知識の積み重ねを
足がかりに学習到達度をはかり，教育効果の確認をする
ことを繰り返してきた。こうした中で，教師と子どもた
ちはどのような関係をつくりあげてきたのか。教師は教
えなければならないと錯覚をしていないか。教え指導す
ることを円滑にするために狭い一つの教室の中の集団の
ルールを決め，実行する「支配者であり王様」に知らず
のうちになってしまっていないか。子ども達の個性や自
主性を重視することを考えるならば，子どもが自分の思
考や感動を話していく環境を作り上げていくべきだと考
える。自分の感動した内容を話したくてしょうがない（自
己表現すること）そんな環境や関係をつくりあげること
であろう。
　子どもが自発的に興味を持ち，物事に集中すること「学
ぶことが楽しい，おもしろい」と実感することで子ども
が自分の力でやりとげて自分に自信をつける。そうすれ
ば，いつもアンテナを張り好奇心いっぱいで物事に対し
て，興味に満ち溢れた子どもの姿がうかがえる。「無気力」
「無感動」「無関心」な子どもは存在しなくなるのではな
いか。言い換えればこれら，「無気力」「無感動」「無関心」
の態度を育てる最大の原因は教えすぎることによる弊害
が原因によるものでないか。教えない先生という考え方
がこの教科には必要であると考える。
３．集中現象について
　美術（図画工作）の実技制作の際，静かで集中した状
態が長時間続くことがある。学ぶ側にとって，興味のあ
る内容であれば，時間を忘れてそのことに没頭できるも
である。教える側にとっても，その授業の後の爽快感は
特別なものがあり，やりがいを感じる時でもある。この
集中が持続している状態を，モンテッソーリは「集中現
象」と呼び，集中現象こそが「教育の鍵」であると捉え
ている。
③両手のデッサン～はみ出たら紙を継ぎ足そう～写真5
　絵を描くことに苦手意識を持つ理由の一つ「画面の中
にきっちり納めないといけない」と思い込んでいる場合
のパターン崩し。意識的に紙からはみ出させることを前
提に，描ききれなければデッサンを修正するのでなく紙
をどんどん追加して一枚のデッサンを完成されば良い。
Ⅳ．創造的な表現
１.上手下手を出さないと言うこと
　冒頭のアンケート結果にもあったように「自分は下手
だから苦手だから・・・」という理由で美術（図画工作）
が嫌いという意見が非常に多い。このことは，少なから
ず教える側に問題があるといえる。
　本来，人間の表現活動は乳幼児の段階から自主的に現
れてくるものと考えられている。まず，周囲からの刺激
を受けることで乳児は反応し何らかの反応を起こす。そ
れが自己の表現の始まりであり，２歳前後のなぐり描き
は立派な自己表現の確立と考えてよい。これらの自己表
現は強制されてなされるものでなく自主的な欲求として
なされるものである。しかし，今回のアンケートでは大
学生の苦手意識を持っている割合が３割を越えており，
幼児期から青年期に至る過程で何らかのマイナスイメー
フレーザーウィルコックス錯視写真４
両手のデッサン～はみ出したら紙を継ぎ足そう～写真５
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集中現象とは
①自主自立性̶自ら進んで積極的にことをなそうという
自発性が認められる
②やれば自分でもできるという自信と忍耐心が見られる
③観察力，注意力が増してくる
④情緒が安定する
　などの教育効果が期待できると説明している。
　モンテッソーリ教育に限らず今，オランダを始め，教
育先進国と言われる国々では個性を重視し，自主性を伸
ばすことに力を入れる教育のなかで，この「集中現象」
と同じような考え方が取り入れられているようだ。
　一斉授業を前提とした教育形態は，合理性という利点
はあるが，すべての子どもたちの学習への興味を自主的
に引き出すことは難しい。指導する側は「答え」という
結果にできるだけ合理的に進もうとする。しかし，結果
ばかりを重視してしまう学習方法が中心となれば，子ど
もたちの興味や意欲は次第に失せていくだろう。
　本当の意味での『学問好き』を育てるためには，ノウ
ハウばかりでなく過程（プロセス）の重要生を学ぶこと
を学習するべきである。
４．美術（図画工作）に苦手意識を持つこと
　表現することに，苦手意識を植え付けてしまう最大の
原因は，比べることができる作品作りにある。
　学校では，みんなが同じ材料で，指定された方法で，
作品を作る場面が多い。特に教材でよく利用される『セッ
ト教材』については，合理性と経済性という観点からメ
リットがあるのは事実であるが，ひとりひとりの違いを
前提とした作品作りには決してならない。合理性は，ひ
とえに教える側の自己都合と言っても過言ではない。
　子どもたちへの影響として，いつも周りの子がどのよ
うにしているか，自分がちゃんとできているかを気にす
るようになる。反対に，同じように出来ていない子ども
をからかうような風潮が生み出されることも懸念され
る。そして，同じ工程を経て出来上がった作品は，並べ
て展示した時に，器用によく出来た作品とそうでない作
品が一目瞭然となってしまう。
　子どもたちにとって，作る作業に興味を持たせること
に限定して使用するなら『セット教材』の利用価値はあ
るが，「並べて展示」に関しては，逆効果で，比べられ
ることへの嫌悪から，図画工作への苦手意識を生じさせ
る最大の原因になっていると考えられる。
５．上手・下手という技術以外の個
・ ・ ・
性を認める必要性
　美術（図画工作）という教科は，作品を作ることに主
眼を置いては本領を発揮できない。自己をいかに表現し，
多様性を個性として認めることに，学ぶことの価値があ
る。他を理解する以前に自己を表現しきれず，苦手意識
から自己否定してしまうようでは，本来のこの教科を学
ぶ意味さえ揺らいでしまいかねない。
教える側としては，子どもたちの作品に接するとき，細
心の注意を払う必要が有る。不用意な言動で子どもを傷
つけてはならない。子どもたちの素直な自己表現に対し
て，その個性を最大限認めてやらねばならない。
　教科書で取り上げられている作家や作品は，強烈な作
家としての「癖」を持っている。一人の作家の作品を数
多く鑑賞していると，その癖の特徴がだんだんと明らか
になって「個性」と捉えられるようになってくる。
　子どもたちの作品にも，はっきりと「癖」が現れてい
るものを見かける場合がある。この「癖」を周りから，
からかわれたり馬鹿にされたりし，そこから苦手意識を
生じさせる場合も多い。人と違う部分を見つけて，あえ
て評価することこそ重要である。
　具体的に，有名な現代作家などの「癖」と共通する点
があれば，立派な個性となり得ることを話して聞かせて
欲しい。自信を持たせることこそが重要な指導だと考え
る。
　そのためには教える側にとっての相当高度な作品鑑賞
能力が必要となってくる。
６．異なった学年での合同授業の可能性
　日本ではカリキュラムに添って授業内容が決められて
おり，子どもたちの学習レベルも平等に到達できるよう
に配慮がなされている。同年代の生徒は同じように決め
られた内容の指導がされている。何よりも合理的に目標
に向かって授業が組み込まれている。教科書というテキ
ストに従って授業を進めることは教える側にも多くのメ
リットがあり，ある一定の効果をあげ，その効果を幅広
く確認するためには有効な手段である。
　教科の内容によっては段階的にステップを踏んで理解
度を高めていくためにはこのような学習法は最善の方法
のひとつと言える。しかし，美術（図画工作）という教
科の特性から考えた場合，少し他教科とは違うと考えて
いる。この教科の特性が，作品を作り完成させることを
目的とするのではなく，作品づくりを通して自己を表現
することと考えた場合，技術や知識を段階的に上達させ
ることで成り立つ教科ではない。とすれば，モンテッソー
リなどが提唱している異なった学年での合同授業の形態
を取り入れることも考慮の余地はある。2000年代に入っ
て「ゆとり教育」が施行され様々な問題点が指摘され，
「脱ゆとり教育元年」となった2011年あたりから，どん
どん前世紀の「詰め込み教育」が復活し始めていると思
えてならない。脱ゆとり教育ではない次の教育の具体的
なビジョンが示されないまま「生きる力」という言葉も
現れては消えていく。タブレットを使ったプログラミン
グ教育など，PC機器を使用する方向へと向かうことか
ら，結果的に知識を詰め込むことになりはしないか。コ
ンピュータ支援教育の中身を吟味しなければ，より効率
的に知識を詰め込むだけの手段となってしまう。他の教
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ことだけで満足し，それが学習することの目的のように
なってしまっているのではないか。多くの情報を得るこ
とで，すでに経験や体験したかのような錯覚に陥ってし
まっているようだ。知識だけの詰め込み教育の反省から
ゆとり教育が提唱され再び脱ゆとり教育へと方針を変更
している今，子どもたちにタブレットや情報機器を積極
的に使わせる方向で現場が動き出そうとしている。確か
に非常に効果的な教育機器であるが，しかし，それでは
このまま実体験のない学習ばかりが先行し，知識が子ど
もたちに大量に与えられることになれば，再び知識偏重
の教育へと後戻りしてしまうように思えてならない。結
果，知識だけが上滑りしてしまう過食状態を招いてしま
うのではないかという危惧を抱いている。担当している
大学生を対象とした授業でも，カッターナイフが使えな
い，または金槌やノコギリをどのように持ち動かして良
いのかわからないという学生たちをしばしば目にする。
それでも彼らは本当に素早くタッチパネルを操作して自
分の欲しい情報を手に入れ，実にうまく日常生活に役立
てている。SNSなどを利用している彼らの情報量や，情
報共有の速さには驚かせられるものがある。学校教育で
の教科それぞれの役割を考えた場合，子どもたちにタブ
レット持たせ情報教育をさせることのメリットも十分あ
ることは事実であるが，教科の特性として美術（図画工
作）における重要な方向性は実体験に基づいたものであ
るべきだと考える。
Ⅴ．おわりに
　近年ＡＩ（人工知能）による今後の社会の変化につ
いて様々な予想がされている。ＡＩが発達することで
現在の職業の４割程度が必要でなくなるという研究結
果もでている。事務的な作業はほとんどＡＩを備えたコ
ンピュータが仕事をしてくれる時代がもう直ぐそこまで
やってきていると言われている。それでも，ＡＩでは対
応できない仕事は創造性とコミュニケーション能力を備
えた能力であると言われている。今後，創造性やコミュ
ニケーション能力はますます重要になってくることを考
えると，表現活動としての美術（図画工作）の果たす役
割は学校教育ではもちろん社会に対しても非常に大きな
ものである。今回のアンケート調査により，教えること
による弊害，知識や技術を学ぶことが中心となった考え
方，周りと比べて指導しようとすることにより生じる苦
手意識は，その教え方と教える環境を改善すれば子ども
たちへの自信を持たせ，自主性を伸ばし，自尊心をも育
てることができると確信している。
　今，ヨーロッパをはじめ先進の教育方法が実践されて
個性や自主性を高める為の効果を挙げ始めようとしてい
る。美術（図画工作）という教科の特性を考えれば，最
も個性や自主性を高める手段としてふさわしい学習内容
育先進国と言われている国々の教育スタイルがすべて日
本の学校教育に有効だとは思わないが，例えば美術（図
画工作）の教科に異なった学年の合同授業を取り入れる
ことで様々なメリットが期待できる。具体的には，同年
代の子どもたちが比べられることによる苦手意識を防ぐ
効果が期待できるだけでなく，グループ活動を学ぶ機会
が増え思いやる気持ちが芽生えることが考えられる。今，
教科としての美術（図画工作）は授業時間数が少なくな
り学校教育の中では，いささか軽んじられている。「ゆ
とり教育」でもない「詰め込み教育」でもない次の方向
性を見つける可能性があると考えられる。
　プログラミング教育との合同カリキュラムを利用する
ことで不可能なことを実現させる
　一口に上手・下手でない価値観を認めることが必要で
あると理解していても実際には難しく，どのような価値
観を持って指導していくべきか悩んでしまうことが多い
だろう。そこで現在，文部科学省は初等中等教育段階に
おいてプログラミング教育を推進するための方法を模索
しており，各教科においても，この教育を積極的に取り
入れるような方向性を示しているが，このプログラミン
グ教育の特性を美術（図画工作）の中に取り入れること
で，子どもたちに苦手意識を生じさせることなくこの教
科に興味を持ち得意教科に変える可能性があると考えて
いる。ただ，私はこの方法は絵画的領域に対しての興味
を持たせる一手段として有効な方法であり，子どもたち
の個性を伸ばしてやることができるとは考えていない。
8．実体験の伴った学習の必要性
　2015年の毎日新聞（10月26日付　象印マホービン株
式会社調査2015年5月調査引用）によるとマッチがつ
かえない小学生の割合が，なんと80％を超えている結
果がでたという記事を目にした。10年前の同社の同じ
調査では58％であったものが10年間で大幅に増加した
ことが明らかになった。以前からカッターナイフで鉛筆
が削れない子どもが増えていることは知られていたがこ
の調査結果には驚かされた。私たちの身の回りのものが
便利になったおかげでなんでもボタンひとつで日常の生
活が快適に過ごせるようになり，手先を使う必要がなく
なってきていることが，これらの原因のひとつであると
思われる。子どもたちにとって，鉛筆が削れるとかマッ
チを使って火をつけられること，それが小学校教育の目
的でないが，美術（図画工作）という教科としてものづ
くりの立場から考えた場合，様々な物事に対しての実体
験が伴っていないことから起きる結果であると言わざる
を得ない。小学校の子どもたちに時々，図画工作を教え
ているが，子どもたちにとって日常の様々な体験が不
足しているのではないかと感じることがしばしばある。
ソーシャルメディアが発達して情報が飛び交う中でバー
チャルな世界ばかりが先行して子どもたちも情報を得る
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となり得るものである。「ゆとり教育」の必要性が提唱
され再び「脱ゆとり教育」へと舵が切られた今，詰め込
み教育には戻らないような明確なビジョンを持たなけれ
ば教育が逆戻りしてしまいかねない。今，ここできっち
りとした正しい指導力を備えた教員を育てることが新し
い「脱ゆとり教育」として成果をあげると確信している。
注釈
１）野獣派　20世紀初頭のフランスの絵画運動でフォー
ビズムともいい伝統的な描き方にとらわれず，現実のも
のが持っている固有の色で描くのではなく，作者独自の
表現を重視した。
２）キュビズム（cubisme）20世紀初頭に起こった運動。
具象的表現からあらゆる対象を幾何学的なかたちに置き
換えて画面を構成していく，立体派とも呼ばれる美術運
動のひとつ。
３）バスキア　ジャン＝ミシェル・バスキア　（Jean-
Michel Basquiat 1960年12月22日－1988年８月12日）
ニューヨーク生まれ。17歳の頃から地下鉄や街路でス
プレーペインティングを始める。こどもの絵のような単
純な形態となぐり描きのような描法を特徴とし1980年
代のニューペインティングの代表的画家とされる。
４）クーニング　ウィレム・デ・クーニング（Willem 
de kooning 1904年４月24日－1997年3月19日）オラ
ンダ出身，アメリカで活躍。第二次大戦後，前衛集団
「ニューヨーク・スクール」のメンバーとして知られる
ようになりアクションペインティングの手法で抽象表現
主義的な絵画を制作。
５）ジャクソン・ポロック （Jackson Pollock1912年１
月28日－1956年８月1１日）アメリカの画家。ドリッ
ピングの技法や液体を流し込んで線を描く「ポーリング」
の技法で制作するアクションペインティングという言葉
の起源となった。
６）ベンハムのコマ　イギリスのチャールズベンハムの
名前に由来する。視覚的トリックの実験として取り上げ
られることが多い。
７）フレーザーウィルコックス錯視　ある連続した図形
の中に，明度や彩度などのグラディエーションを規則的
に配列することで「静止画が動いて見える」という錯視
効果。原因はまだ解明されていない。
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